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本日のご報告内容本日のご本日のご報告報告内容内容

１.  新役員体制のご紹介

２.  「2009年度 業績結果」と「2010年度 業績予想」

３. 「2010年度 経営の取り組み」

４． 質疑応答
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新役員体制のご紹介新役員体制のご紹介
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新 役 員 体 制

03

代表取締役 三 松 直 人 社 長

専務取締役 関 晴 光 財経本部長

常務取締役 渋 谷 裕 営業管理本部長

兼 海外営業本部長

常務取締役 鈴 木 勝 之 半導体事業本部長

常務取締役 林 功 国内第一営業本部長

兼 国内第三営業本部長

兼 電子部品事業本部長

常務取締役 浜 崎 逸 人 電子機器事業本部長

取締役 坂 田 敏 文 技術本部長

取締役 小 山 強 国内第二営業本部長

取締役 高 林 聡 生産事業本部長

取締役 本 田 健 管理本部長

取締役 本 間 宏 二 海外半導体商品担当

監査役 粕 谷 直 次 （常勤）

監査役 田 中 幸 男 （常勤）

監査役 佐 藤 恒 雄 （非常勤）

監査役 中 野 廣 太 郎 （非常勤）



「「20092009年度年度 業績結果」と業績結果」と

「「20102010年度年度 業績予想」業績予想」
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２００９年度

前期比

売上高 1,015 △13.2
営業利益 33 △31.9
売上高 604 △20.4
営業利益 23 △17.9
売上高 276 ＋29.7
営業利益 7 ＋74.1
売上高 47 △29.7
営業利益 3 △22.5

▲20 -
売 上 高 1,943 △12.0

営業 利益 47 △22.1

3.3

3.8
電子部品事業

電子機器事業

営業

利益率

2.8

連結計

配賦不能営業費用

半導体事業

生産事業
8.4

2.5

-

２００９年度

売上高比 前期比

売上高 1,943 △12.0

売上総利益 168 8.7 △14.0

販管費 120 6.2 △10.3

営業利益 47 2.5 △22.1

経常利益 53 2.7 △26.9

当期純利益 28 1.5 △26.8

83円21銭 △28.6円1株当たり当期純利益

％ ％ ％％

単位：億円

２００９年度 業績結果
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％ ％

％

【 連 結 】 【事業別セグメント】



事業別セグメントの「２００９年度 業績結果」
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メモリ

システム
ＬＳＩ

個別
半導体

08年度

102

731

336 △69

△114

＋29

09年度

(億円)

131

617

267

08年度 09年度

表示
デバイス

電源

機構部品

137

58

409

△56

(億円)

193

107

459

△49

△50

【半導体売上高内訳】 【電子部品売上高内訳】

・デジタルＡＶ機器用、カーオーディオ用
システムＬＳＩ等が減少。

・ゲーム機用二次電池やＰＮＤ用液晶
ディスプレイ等が減少。

《 ２００９年度実績 》

1,015
1,169

604

759



事業別セグメントの「２００９年度 業績結果」
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システム
機器

設備機器

241

35△26

＋89
152

61

国内

海外

49

18

36

11

△13

△7

・自動車電装用及びＭＦＰ用システム
機器等が増加。

・ＦＡ機器用ヒートシンク等が減少。

《 ２００９年度実績 》

08年度 09年度

【電子機器売上高内訳】

08年度 09年度

【生産売上高内訳】

(億円) (億円)276

213
47

67



２０１０年度（予想）

前期比

売上高 1,250 ＋23.1
営業利益 53 ＋59.2
売上高 607 ＋0.4
営業利益 23 ＋1.4
売上高 230 △16.8
営業利益 4 △43.0
売上高 63 ＋33.5
営業利益 7 ＋75.9

▲21 -
売上高 2,150 ＋10.6

営業利益 66 ＋37.9
連結計

配賦不能営業費用

半導体事業

1.9

11.1
生産事業

-

電子部品事業

電子機器事業

3.1

営業

利益率

4.2

3.9

２０１０年度（予想）

売上高比 前期比

売上高 2,150 ＋10.6

売上総利益 185 8.6 ＋9.7

販管費 119 5.5 △1.5

営業利益 66 3.1 ＋37.9

経常利益 72 3.3 ＋35.5

当期純利益 42 2.0 ＋46.5

121円86銭 ＋38.6円1株当たり当期純利益

単位：億円

２０１０年度 業績予想
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％ ％ ％％

％ ％

％

【 連 結 】 【事業別セグメント】



【参考】

0
2007年度2006年度

50

40

10

2010年度 (予想)

70

63

@¥80

67

20

30

60

@¥80

28

57

（億円）

@¥80

39

22

50

2008年度

@¥60

42

72％

46％

85％

128％

自己株式買入額

配当金額

当期純利益

総配分性向

2009年度

@¥80

28

66％

「株主様への利益還元」の推移【参考】
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29 28 27
20
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20102010年度「経営の取り組み」について年度「経営の取り組み」について

10



基 本 姿 勢

◆当社を取り巻く経営環境は、顧客・仕入先をはじめと

する各ステークホルダーからまさしく「真の存在価値」が

問われている。

【企業経営における重要テーマ】

⇒ 取引先との価値交換性の探求＝社員の職場（活躍の場）確保。

⇒ ルネサス エレクトロニクスへの対応

〔経営サイド〕 RSの特徴を活かした継続的な「政策提案」。

〔現場サイド〕 顧客から「ＲＳと取引したい」と言っていただけるまで

粘り強く、諦めず、CS活動に尽力する。

２０１０年度 経営の取り組み
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◆新たな中期経営計画のスタートを２０１１年度とする。

・当社の主要仕入先であり、最も企業経営への影響度合いの

高いルネサス エレクトロニクスが発足直後であるため、

その方向性を見極めた上で、新たな中期経営計画を策定する。

・第７次中期経営計画で取り組んできたテーマについては、

取捨選択を行い、継続するものは「２０１０年度のテーマ」

として取り組む。

12

中期経営計画について２０１０年度 経営の取り組み



2010年度 取り組むテーマ２０１０年度 経営の取り組み

「取引先（顧客・仕入先）との価値交換性」の探求

「ルネサス エレクトロニクス」への対応
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「海外半導体リソース」の事業拡大

「中華圏（香港、中国、台湾）・韓国事業」の拡大

【成長戦略に関わるテーマ】

【事業戦略に関わるテーマ】

【経営インフラに関わるテーマ】

【重要なテーマ】

「電子部品事業」 「電子機器事業」 「生産事業」

「内部統制」の質的向上

「国際財務報告基準」への対応

「ＲＳ（リョーサン）文化」の強化



重 要 な テ ー マ２０１０年度 経営の取り組み

「顧客との価値交換性」の探求

◆顧客の事業展開を加速させるパートナーへの進化

◆「困ったときの相談窓口機能」の継続強化

◆シングルウィンドウ機能の更なる強化

14

「仕入先との価値交換性」の探求

◆戦略整合、目標共有の実践

◆ハード・ソフト両面での技術サポート力の強化

◆グローバルな顧客対応の強化

◆顧客との強固な人脈の構築



重 要 な テ ー マ２０１０年度 経営の取り組み

「ルネサス エレクトロニクス」への対応

◆特約店としての存在価値（３つの特徴）を徹底的にアピール

・ 「豊富な販売ネットワーク」

・ 「技術サポート力」

・ 「健全な企業体質」

◆「ルネサス エレクトロニクス事業」の迅速なる体制構築

・顧客への営業体制の拡充

・海外販売ネットワークの拡大
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リョーサンの３つの特徴

・安全性の高い財務体質

・充実した戦略投資資金

・実質無借金

・70年代から技術部門設置（現在約250名）

・東アジアで顧客密着サポートを実施

・ソフト（ﾏｲｺﾝ）、ハード(ASIC)、

システム開発まで顧客ﾆｰｽﾞに対応

技術サポート力 健全な企業体質

・国内に27拠点を展開

・70年代から海外に進出

・アジアを中心に21拠点を展開

(中国に11拠点)

豊富な販売ﾈｯﾄﾜｰｸ
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① 豊富な販売ネットワーク

【国内ネットワーク】
【技術支援ネットワーク】

・日本・アジアに１０拠点
（技術員：約２５０名）

・日本全国をカバーする２７拠点

・特に中国本土に１１拠点を配置
（現地販売員：約１４０名）

【海外ネットワーク】

・アジアを中心に２１拠点展開
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② 技術サポート力

自 動 車 分 野

デジタルＡＶ分野

白物家電分野

シ ス テ ム 技 術

製 品 技 術 要 素 技 術 開 発 技 術

・マイコン（４ビット～６４ビット）
・ＡＳＩＣ（ＳｏＣ、Ｇ／Ａ、ＦＰＧＡ）
・アナログＡＳＩＣ
・専用ＬＳＩ
・パワーマネジメントデバイス
・表示デバイス
・化合物デバイス

・画像処理、音声処理
・通信、標準Ｉ／Ｆ（有線、無線）
・車輌内LAN、通信

（CAN、LIN、FlexRay、MOST）
・モータ制御
・円盤制御（ＣＤ、ＤＶＤ、サーボ）
・電源管理

・ハードウェア開発
（デジタル、アナログ）

・組み込みソフトウェア開発

・リファレンスボード開発

保有技術による
最適なシステム提案と
技術サポートの提供
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③ 健全な企業体質

自己資本比率 ７２.５％

３２９.３％

３７.８％

５０４億円

1,368億円

247億円

1,172億円

415億円

27億円

【 2010年3月期貸借対照表（要約） 】

「 安 全 性 指 標 」

総資産＝１,６１５億円

・不況に動じない財務体質

・戦略投資に充分な資金

流動資産

固定資産

流動負債

固定負債

純資産

流動比率

負債比率

戦略投資資金
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成長戦略に関わるテーマ２０１０年度 経営の取り組み
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「海外半導体リソース」の事業拡大

◆分社化子会社３社の早期自立

・事業規模の拡大による収益力ＵＰ（営業利益の早期黒字化）

・事業インフラの整備による成長度合いの加速。

㈱サクシス

⇒ＮＸＰ、インターシル等の事業を中心に売上拡大を目指す。

㈱ジャイロニクス

⇒サイプレス、ウインボンド等の事業を中心に売上拡大を目指す。

セントラクト㈱

⇒ＳＴマイクロ等の事業を中心に売上拡大を目指す。



96
110

123

18

50

35
45

1319

160 158

サクシス

ｼﾞｬｲﾛﾆｸｽ

セントラクト

192

【参考】 「海外半導体リソース」の売上高推移
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150

100

0

50

200
（億円）

2010年度 (予想)2008年度 2009年度



２０１０年度 経営の取り組み
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「中華圏（香港、中国、台湾）事業」の拡大

◆ルネサス エレクトロニクス商品を基軸に、中国・台湾系販社、

デザインハウスとの協業によるシステム提案力の強化

チップ・ビジネス

⇒重点顧客へのＰＪチームによる攻略⇒デジタルＡＶ、家電

キット・ビジネス

⇒マイコン＋αのキット販売での攻略⇒自動車電装、デジタルＡＶ

リファレンス・ビジネス

⇒デモ機（ハード、ソフト）による拡販攻略⇒自動車電装、デジタルＡＶ

ソリューション・ビジネス

⇒デザインハウスとの協業によるターンキーソリューションでの攻略

⇒自動車電装、ＴＶ

成長戦略に関わるテーマ



２０１０年度 経営の取り組み
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「韓国事業」の拡大

◆３極（自動車電装・携帯電話・ＳＴＢ関連）主体のビジネス攻略

・車輌内ＬＡＮ用半導体 ⇒自動車電装

・画像信号処理用半導体 ⇒携帯電話

・ＴＶ用制御半導体 ⇒ＳＴＢ関連

・技術サポート力による深耕

⇒日本からの技術サポート＋韓国での現地技術サポート

成長戦略に関わるテーマ



350

276
338

103

93

125

139

79

39

514

448

中国

韓国

台湾

580

【参考】 「中華圏・韓国ビジネス」の売上高推移
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２０１０年度 経営の取り組み 事業戦略に関わるテーマ
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◆「提案型営業」への改革

（サプライヤー別組織＋分野・顧客別プロジェクト）

「電子部品事業」

「電子機器事業」

「生産事業」

◆「マルチベンダー化」と「品揃えの強化」

◆「グローバル競争できるコスト対応力」と「新製品提案力の強化」



新市場への事業展開【トピックス】

◆「生産事業（ヒートシンク）」による新市場開拓（ＬＥＤ照明、エネルギー、環境）

＜２００９年度の成果＞

１５９５１８１２８サンプル件数

１７４２２１８０商談件数

１５１２１８デザインイン件数

ＥＶＬＥＤ照明
太陽光・
燃料電池

合 計

年２億円の事業化に目処

ＬＥＤランプ

＜2010年4月 ライティング・ジャパン出展＞

ＬＥＤ照明向け
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「内部統制」の質的向上

◆内部統制に対する「現場レベルでの理解度向上」

「国際財務報告基準」への対応

◆導入に向けたプロジェクトのスタート

「ＲＳ（リョーサン）文化」の強化

◆全社的ＣＳＲ意識の醸成のための「ＲＳ研修」を３年間実施

２０１０年度 経営の取り組み 経営インフラに関わるテーマ
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半導体とエレクトロニクス製品の
有機的な価値交換を効果的に

実現する新しい仕組み

ＲＳ再生プラン

リョーサン

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰＡ

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰＢ

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰＣ

新規ｻﾌﾟﾗｲﾔｰＤ

新規ｻﾌﾟﾗｲﾔｰＥ

新規ｻﾌﾟﾗｲﾔｰＦ

日系顧客ア

日系顧客イ

日系顧客ウ

海外顧客Ⅰ

海外顧客Ⅱ

海外顧客Ⅲ

我
社
の
商
品
を
専
門
的
に

販
売
し
て
欲
し
い

必
要
な
電
子
部
品
を

一
括
で
購
入
し
た
い

・ＲＳはエレクトロニクスの技術商社として、グローバル化やスピード化という時代の

要求に応えるべく、「再生プラン」という新たなビジネスモデルの改革を検討中。

ＲＳ 「再生プラン」 実現イメージ
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中 期 展 望


